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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月23日(2017.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気絶縁性の表面を有する基板本体と、
　前記表面の上に設けられ、複数の電極パッド部を含む導電層と、
　前記導電層の少なくとも一部を覆いつつ前記電極パッド部を露出させる電気絶縁層と、
　を備え、
　前記複数の電極パッド部は、列を成す複数の第１電極パッド部と前記複数の第１電極パ
ッド部の列に沿って並ぶ複数の第２電極パッド部とを含み、
　前記導電層は、前記複数の第１電極パッド部を互いに電気的に接続し、前記複数の第２
電極パッド部を互いに電気的に接続し、かつ隣り合う前記第１電極パッド部と前記第２電
極パッド部とを電気的に接続する発光素子実装基板。
【請求項２】
　前記導電層は、前記第１電極パッド部の列と前記第２電極パッド部の列との間に並びそ
れぞれが前記基板本体の前記表面に達する複数の第１開口を備え、
　前記導電層が前記第１開口の周囲を隙間無く覆うことで複数の前記第１電極パッド部お
よび複数の前記第２電極パッド部を互いに電気的に接続しており、
　前記電気絶縁層は、前記導電層における前記第１電極パッド部および前記第２電極パッ
ド部を除く部分を覆い、
　前記電気絶縁層は、前記第１電極パッド部および前記第２電極パッド部それぞれを露出
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させる複数の第２開口を有する請求項１に記載の発光素子実装基板。
【請求項３】
　前記第１開口の内部が前記電気絶縁層で埋められた請求項２に記載の発光素子実装基板
。
【請求項４】
　前記複数の第１電極パッド部が等間隔に並べられ、前記複数の第２電極パッド部が等間
隔に並べられた請求項１～３のいずれか１項に記載の発光素子実装基板。
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